

















国立国語研究所編『日本言語地図』（全 6巻）は 1966年（昭和 41年）から 1974年（昭和
49年）にかけて刊行された。調査地点数 2400，収録地図 300枚の言語地図である。調査は
1957年（昭和 32年）から 1965年（昭和 40年）にかけて臨地調査により行われた。言語地
図（方言地図とも言う）とは，どこでどのような言葉が使われているかを地図上に表したも




New Perspectives Enabled by the Linguistic Atlas of Japan Database
熊谷 康雄（KUMAGAI Yasuo）
図 1　『日本言語地図』第 6集　276 図（国立国語研究所 1974）
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285，カードの枚数は合計 54万枚になる。図 2，図 3にカードケースとカードケースに収め
図 2　原カードを収めたカードケース 図 3　カードケース中の原カード



















図 8　LAJDB画像データベース：画面例 図 9　LAJDB文字データ（Excel 形式 2）
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図 10　標準語形県別使用率の分布（河西データと LAJDB 42 項目）
図 11　標準語形数の分布
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特定されている 42項目を選んだ（熊谷 2013）。この 42項目の標準語形の地点別の数を集計
して地図を作成したものが図 11である。
河西データによる集計と比較するために，この 42項目について，河西（1981）と同じよ

















































（1）標準語形数の分布（図 11の部分） （2） 標準語形数分布上への「近代道路図」の
重ね合わせ（道路網の線幅を調整）
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を継続し，詳細な分析につなげたい。





















Abstract: The Linguistic Atlas of Japan （LAJ, 6 vols.） was published from 1966 to 1974 by the 
National Language Research Institute, the present NINJAL. In 1999, we started constructing 
the Linguistic Atlas of Japan Database （LAJDB）. In this three-year project, we accelerated the 
construction process. Various quantitative studies have been done on LAJ since its publication, 
but the lack of data in digital form has restricted the development of such quantitative research. 
As a case study of quantitative analysis using LAJDB, we made some observations on the geo-
graphical distribution of the frequency （GDF） of standard forms. The GDF of standard forms 
for each locality showed clear patterns which could not be obtained from the prefecture-unit 
calculations of former studies. Such “high resolution” patterns obtained from LAJDB enable us 
to trace diffusion routes more precisely. We compared these geographical distributions with the 








る地理的な次元」（『言語学林 1995―1996』三省堂，1996），The S&K network method: Processing procedures for divid-
ing dialect areas（共著，Zeitschrift für Dialectologie und Linguistik 74, 1993），「言語的特徴による地域分割のための「ネッ
トワーク法」―特に NT-1（r）について―」（共著，『国語学』140，1985）．
独創・発展型共同研究プロジェクト「大規模方言データの多角的分析」
プロジェクトリーダー　熊谷康雄
（国立国語研究所　時空間変異研究系　准教授）
プロジェクトの概要
研究の基盤となる大規模方言データの整備，ならびに，データが持つ可能性を引き出す多
角的な研究を通して，言葉の地域差の実態やその形成の解明に寄与する新たな知見の獲得，
研究方法の開発を目指している。『日本言語地図』データベースや全国方言談話データベー
ス（「各地方言収集緊急調査」より作成）などのデータ整備を基盤として進めるとともに，
既に電子データが公開されている資料の利用や，新たな情報も加えながら，計量的方言研究，
言語地理学，日本語史，談話研究など専門を異にする共同研究者が，共有する方言データを
複数の視点から多角的に分析する。
